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研究成果の概要：漏斗胸患者に対して術前の状態を患者アンケートで調査したところ、外見の

問題だけではなく、胸部の症状や心肺機能異常、将来の健康不安などを訴えることも多くみら

れた。低侵襲のナス手術における術中、術後の問題点として感染などがあったが、手術自体の

安全性に関しては問題ないことが明らかとなった。胸部の形態は手術によりほぼ正常の胸郭形

態に近い状態になることがわかった。 
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１．研究開始当初の背景 
 漏斗胸に対する低侵襲治療（Nuss法）が開

発され、日本で臨床に応用され始めたのは

1998年である。これ以降、漏斗胸の治療が大

きく変貌してきた。低侵襲性と術後の胸郭形

態の改善が顕著なため、手術を受ける患者数

も増えてきた。 

 

 新しい手術術式にはそれが定着するまで

の間には様々な問題が生じる可能性がある。

手術の合併症やその予防対策、また手術の効

果などの評価が必要とされる。 

 

 患者数が増えるに従い、漏斗胸に対する認

識が広まってきたが、漏斗胸を美容形成の問

題としてとらえるのではなく、縦隔が圧迫さ

れる事による呼吸・循環の問題ととらえ、そ

の問題点を明らかにすることが重要と考え
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られている。 

 
 
２．研究の目的 
（1）Nuss 手術の合併症を把握することとそ

の予防策を検討すること 
  
（2）手術による漏斗胸の改善度を評価する

こと 
 
（3）漏斗胸患者が抱える問題点（呼吸・循

環、心理的要因）を明らかにすること 
 
 
３．研究の方法 
（1）これまでに行った漏斗胸症例に対する

Nuss 手術症例を後方的に検討し、術中と術

後の合併症の種類と頻度をまとめる。個々の

合併症に対してどのような改善策があるか

を検討する。 
 
（2）漏斗胸患者の術前と術後 3 年の胸部 CT
検査を比較検討し、胸部陥凹がどのように改

善しているかを評価する。また、正常対照例

との比較で、正常例に比べどの程度改善した

かを検討する。 
 
（3）漏斗胸患者が手術を受ける前にどのよ

うな身体的（心肺機能、胸痛など）、精神的

症状があるかを調べるため、患者アンケート

調査を行う。 
 
 
４．研究成果 

（1）過去に行った Nuss 手術の合併症をまと

め、論文に発表した。その結果、術中合併症

はほとんど無く、手術自体の安全性に関して

は大きな問題は無かった。手術による肺や心

臓の損傷を防ぐ術式が確立してきたと考え

られ、これを論文や学会、研究会などで繰り

返し訴えてきた。 
（論文④、学会発表⑤、⑦、⑩を参照） 
 
 術後感染症の発症は 2.2%と低く、金属バ

ーを抜く症例は無かった。バーの位置が不安

定で、術後にそれがずれて再度固定術を必要

とした症例が全体の３％程度あった。これは

今後、まだ改善の余地があると思われる。そ

の他の合併症もそれ程高い頻度では無かっ

た。 
（論文①、②、⑤、⑥参照） 
 
 漏斗胸術後にみられる問題として、術後疼

痛の管理も重要である。痛みが強いと呼吸抑

制がみられる。十分な鎮痛を行い、早期離床

を行う必要がある。呼吸の理学療法も重要で

ある。長期的には自然気胸の発症もあったが、

通常の治療と同じように行われた。 
（論文⑥、⑦を参照） 
 
（2）漏斗胸患者の術前と術後の胸部 CT 画像

を用いて、CT index を比較検討した。これは

胸郭の横径を胸骨と椎体との距離で割った

者であり、漏斗胸の重傷度を反映するため、

広く用いられている。この研究では、術後の

CT index による胸郭形態の指数は正常対照

例とほぼ同程度に改善した。手術時年齢が若

い例でも年齢が高い例でも、また陥凹が強い

例でも軽度の例でも、その改善度は有意差無

く正常例とほぼ同じ程度であった。（ 
論文③を参照） 
 
 
（3）漏斗胸患者にアンケート調査を行って

術前にみられた症状を調査したところ、運動

をすると疲れやすい、胸が苦しくなるなどの

症状があり、胸痛を訴える患者も比較的多い

結果であった。また、年齢が高くなるほど、

劣等感を強く感じる人も増えていた。 
（学会発表⑤、⑦を参照） 
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